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稲　作　Ｐ2－3　山形県における水稲の品種開発について　～気候変動に負けない新品種の開発を目指して～

経　営　Ｐ4－5　庄内地域の伝統的な農産加工品の技術継承について
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庄内フラワーショー庄内フラワーショー庄内フラワーショー第58回第58回第58回
　庄内花き生産組織連絡協議会は９月20日㈮～22日㈰、酒田駅前ミライニにて「第58回
庄内フラワーショー」を開催しました。
　この催しは、庄内地区で生産している花を広く地域の方々にPRして消費拡大を推進す
ることと、会員の栽培技術の向上をはかることを目的としています。
　庄内地区JAから、トルコギキョウ、ケイトウ、ダリア、キク、ユリ、クルクマなど計
63点が出展されました。20日は花き審査会を開催し、以下のとおり受賞されました。

21日は、普段花を飾らない人にも自宅で気軽に花を楽しんでもらいたい、という思い
から30㎝程度の花を来場者へプレゼントし、庄内産花きの魅力を伝えながら展示された
様々な花をお楽しみいただきました。
　また、同日に行った来場者がお気に入りの花きに投票する人気投票では、佐藤潤子さ
ん（JAそでうら）のクルクマ/リボンが選ばれ、「特別賞」の受賞となりました。
22日には展示された花きの販売を行い、多くの方へ庄内産の花きをお届けしました。
　ご来場いただきました皆さま、大変ありがとうございました！

菅原　功さん（ＪＡ庄内みどり）
ケイトウ/サカタプライド

佐藤正志さん（ＪＡそでうら）
八重ユリ/アミスタッド

菅原裕典さん（ＪＡ庄内たがわ）
スプレー菊/セイリムー

工藤豊章さん（ＪＡあまるめ）
トルコギキョウ/エレスライトピンク

佐藤潤子さん（ＪＡそでうら）
クルクマ/リボン
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花き連
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庄内
花き連
銀賞
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花き連
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銅賞
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水
稲
品
種
開
発
の
歴
史
と

昨
年
の
猛
暑

令
和
６
年
は
山
形
県
農
業
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
水
田
農
業
研

究
所
の
前
身
で
あ
る
山
形
県
立

農
業
試
験
場
庄
内
分
場
に
、
育

種
研
究
係
が
設
置
さ
れ
て
60
年

と
な
る
節
目
の
年
で
す
。
こ
の

間
、
23
品
種
が
藤
島
の
地
で
育

成
さ
れ
、
山
形
県
の
農
業
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
で
は
、「
は
え
ぬ
き
」

「
つ
や
姫
」「
雪
若
丸
」が
ブ
ラ
ン

ド
米
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
、

育
成
品
種
が
山
形
県
内
の
作
付

面
積
の
84
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
ひ
と
え
に
携
わ
ら
れ

た
先
輩
方
の
努
力
と
、
生
産
者

や
関
係
機
関
・
団
体
の
御
支

援
・
御
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の「
農
家

の
友
」で
も
、
歴
代
新
品
種
の

誌
上
座
談
会
に
取
り
上
げ
、
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

高温登熟耐性検定ハウス

人工交配作業

ＤＮＡマーカー選抜

イネＷＣＳ用品種「山形飼糯１３８号」

ま
た
、
D
N
A
マ
ー
カ
ー
選
抜

は
人
工
交
配
か
ら
年
月
が
経
っ

て
い
な
い
若
い
世
代
で
も
可
能

な
た
め
、
品
種
開
発
の
早
い
段

階
か
ら
選
抜
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

山
形
県
で
は
D
N
A
マ
ー
カ

ー
を
活
用
し
、
育
成
中
の
イ
ネ

に
い
も
ち
病
や
イ
ネ
縞
葉
枯
病

等
の
抵
抗
性
遺
伝
子
を
導
入
し
、

病
害
抵
抗
性
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
病
害
抵
抗
性
を
強
化

し
た
品
種
を
開
発
す
る
こ
と
で

収
量
や
品
質
を
安
定
化
し
、
生

産
者
の
所
得
向
上
・
経
営
の
安

定
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

今
年
、
水
田
農
業
研
究
所
の
水
稲
育
種
研
究
は
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
育
成
さ
れ
て

き
た
品
種
は
山
形
県
の
農
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
が
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
激
し
い
気
候
変
動
や
農
業
資
材
の
高
騰
な
ど
課
題
が
山
積
し
、
経
営
の
大
規
模
化
も
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
水
田
農
業
研
究
所
で
は
新
た
な
水
稲
品
種
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
研
究
所
で
取
り
組
ん
で
い
る
水
稲
品
種
の
開
発
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

に
対
応
で
き
る
よ
う
に「
は
え

ぬ
き
」や「
つ
や
姫
」な
ど
の
既

存
品
種
と
熟
期
の
異
な
る
品
種

の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

酒
米
、
糯
米
、
飼
料
用
イ

ネ
、
飼
料
用
米
の
開
発

酒
米
で
は
、「
美
山
錦
」に
替

わ
る
酒
米
品
種
を
開
発
し
て
い

ま
す
。「
美
山
錦
」は
、
こ
れ
ま

で
育
成
し
て
き
た
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
酒
米
品
種「
出
羽
燦
々
」

「
出
羽
の
里
」「
雪
女
神
」と
は
酒

質
が
異
な
り
、
酒
造
会
社
か
ら

も
一
定
の
需
要
が
あ
り
ま
す
が
、

倒
伏
し
や
す
く
栽
培
し
に
く
い

と
い
っ
た
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

「
美
山
錦
」の
栽
培
特
性
を
改
善

し
、「
美
山
錦
」に
近
い
酒
質
を

も
つ
品
種
の
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
。

糯
米
で
は
、「
で
わ
の
も
ち
」

の
欠
点
で
あ
る
倒
伏
の
し
や
す

さ
と
穂
発
芽
性
を
改
善
し
た
晩

生
の
品
種
開
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
飼
料
用
イ
ネ
で
は
、

出
穂
が
遅
く
県
内
で
の
採
種
が

難
し
い
現
存
品
種
に
替
え
て
、

「
山
形
飼
糯
1
3
8
号
」を
開
発

し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
収
穫
が

早
く
で
き
る
早
生
で
、
県
内
で

種
子
生
産
が
可
能
で
あ
り
、
稲

体
の
糖
含
量
が
高
く
、
牛
の
嗜

好
性
が
よ
い
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ（
W
C
S
）品
種
や

多
収
の
飼
料
用
米
品
種
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

D
N
A
マ
ー
カ
ー
を
活
用

し
た
品
種
開
発

D
N
A
マ
ー
カ
ー
と
は
、

D
N
A
配
列
の
個
体
同
士
の
違

い
を
識
別
す
る
た
め
の
、
ゲ
ノ

ム
上
の
目
印
と
な
る
D
N
A
配

列
の
こ
と
で
あ
り
、
両
親
や
外

見
が
ほ
ぼ
同
じ
イ
ネ
で
も
D
N

A
マ
ー
カ
ー
選
抜
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
で
有
用
遺
伝
子
の
保

有
判
定
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
令
和
５
年
は
過
去

に
例
を
見
な
い
猛
暑
と
な
り
、

登
熟
期
間
の
高
温
に
よ
っ
て
白

未
熟
粒
が
多
発
し
ま
し
た
。
そ

の
影
響
に
よ
り
県
全
体
の
一
等

米
比
率（
う
る
ち
）は
43
・
2
％

（
令
和
６
年
３
月
31
日
現
在
）に

と
ど
ま
り
、
現
行
の
検
査
体
制

が
始
ま
っ
て
以
来
、
過
去
最
低

の
数
値
と
な
り
ま
し
た
。
高
温

耐
性
品
種
開
発
へ
の
期
待
は
急

速
に
高
ま
っ
て
お
り
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
食
用
う
る
ち
米
の
開
発

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
よ
り

水
稲
の
収
量
・
品
質
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
国
の「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」が

示
さ
れ
、
今
後
の
農
業
に
は
、

化
学
農
薬
と
化
学
肥
料
の
使
用

量
低
減
や
気
象
変
動
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
産
現
場
で
は
担
い
手
不
足
が

問
題
と
な
る
中
、
農
地
集
積
に

山形県における水稲の
　　　品種開発について

山形県農業総合研究センター
水田農業研究所

石　塚　　和
～気候変動に負けない新品種の開発を目指して～

よ
る
経
営
の
大
規
模
化
が
進
み
、

刈
取
り
な
ど
の
作
業
分
散
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
化
学
農
薬
低
減
に
向
け

た
、
い
も
ち
病
な
ど
の
病
害
虫

抵
抗
性
の
強
化
や
化
学
肥
料
の

施
用
量
を
低
減
し
て
も
収
量
・

品
質
を
確
保
で
き
る
品
種
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
大
規
模
経
営
の
作
期
分
散

高
温
登
熟
耐
性
品
種
の
開
発

高
温
に
強
い
交
配
母
本
の
選

定
や
高
温
登
熟
耐
性
を
検
定
す

る
ハ
ウ
ス
施
設
を
活
用
し
、
高

温
に
強
い
品
種
の
開
発
・
選
抜

を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
温
登
熟
耐
性
に

関
係
す
る
遺
伝
領
域
の
探
索
も

行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
の

猛
暑
で
も
品
質
が
大
き
く
低
下

し
な
か
っ
た「
雪
若
丸
」に
着
目

し
、「
雪
若
丸
」の
高
温
耐
性
に

つ
い
て
遺
伝
学
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
解
析
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は「
雪
若
丸
」の
高
温

耐
性
に
関
係
す
る
遺
伝
領
域
を

解
明
し
、
新
た
な
高
温
耐
性
品

種
の
開
発
を
加
速
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

近
年
、
気
候
変
動
に
よ
る
猛

暑
や
大
雨
な
ど
が
頻
発
し
、
ど

の
よ
う
な
環
境
で
も
安
定
し
て

栽
培
で
き
る
品
種
の
開
発
は
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
稲
の
品
種
開
発

は
、
交
配
か
ら
新
品
種
が
デ
ビ

ュ
ー
す
る
ま
で
10
年
以
上
の
歳

月
が
か
か
り
、
生
産
現
場
を
取

り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
変
化
し

て
い
ま
す
。
現
在
育
成
中
の
イ

ネ
を
選
抜
し
、
生
産
現
場
が

〝
今
〞求
め
て
い
る
品
種
を
数
年

後
に
出
せ
る
よ
う
に
育
成
と
選

抜
を
進
め
る
と
と
も
に
、
10
年
、

20
年
先
を
見
据
え
、
こ
れ
か
ら

の
山
形
県
の
稲
作
に
貢
献
す
る

よ
う
な
品
種
の
開
発
に
今
後
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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庄
内
地
域
の
農
産
加
工
所

数
と
年
間
販
売
額

庄
内
地
域
の
農
産
加
工
施
設

は
、
主
に
も
ち
や
ご
飯
、
笹
巻

な
ど
の
米
加
工
品
と
赤
か
ぶ
漬

な
ど
の
漬
物
の
製
造
が
多
く
、

年
間
販
売
額
1
0
0
万
円
未
満

の
小
規
模
事
業
者
が
地
域
全
体

の
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
年
間
の
販
売
額
が
伸
び
て

い
る
一
方
で
、
加
工
所
数
は
令

和
３
年
以
降
、
減
少
し
て
い
ま

す（
図
１
）。
こ
れ
は
、
年
間
販

売
額
１
億
円
以
上
の
大
規
模
な

事
業
者
が
販
売
額
を
伸
ば
し
て

い
る
一
方
で
、
多
く
の
小
規
模

事
業
者
が
、
こ
こ
数
年
で
廃
業

し
て
い
る
た
め
で
す
。
伝
統
食

品
を
加
工
販
売
し
て
い
る
生
産

者
は
小
規
模
事
業
者
が
多
く
、

庄
内
地
域
の
産
地
直
売
所
で
は
、

そ
れ
ら
の
商
品
が
生
鮮
物
の
少

な
い
時
期
な
ど
の
人
気
商
品
と

議
会
に
答
申
し
、
令
和
６
年
３

月
に「
庄
内
の
笹
巻
製
造
技
術
」

と
し
て
国
登
録
無
形
民
俗
文
化

財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
庄
内

地
域
で
は
、
端
午
の
節
句
の
時

期
だ
け
で
な
く
、
年
間
を
通
じ

て
笹
巻
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
作
り
手
の
高
齢
化
に
よ
り
、

販
売
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。

②
庄
内
あ
ら
れ

庄
内
あ
ら
れ
は
、
水
稲
の
農

作
業
を
終
え
た
冬
期
間
に
も
ち

を
つ
い
て
作
ら
れ
、
乾
燥
し
た

状
態
で
保
存
し
、
お
や
つ
と
し

て
一
年
中
食
べ
ら
れ
て
き
た
伝

統
食
品
で
す
。
市
販
の
あ
ら
れ

や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
と
は
異
な
る

の
葉
で
包
ん
だ
も
ち
米
を
熱
湯

で
煮
る
調
理
方
法
が
一
般
的
で

す
が
、
鶴
岡
市
南
部
で
は
米
を

灰
汁
水
に
浸
漬
し
て
煮
る
調
理

方
法
が
広
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
包
み
方
も
様
々
あ
り
、

庄
内
町
余
目
地
区
で
は
、
正
月

や
七
つ
祝
い
の
た
め
に
笹
の
葉

を
50
枚
近
く
使
っ
た
大
き
な
祝

巻（
た
け
の
こ
巻
）（
写
真
１
）を

作
り
、
集
落
内
の
各
家
庭
に
お

祝
い
と
し
て
配
る
風
習
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
庄
内
地

域
で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
多
彩

な
笹
巻
が
文
化
と
し
て
残
っ
て

お
り
、
鶴
岡
市
が
国
の
文
化
審

な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
加
工

技
術
を
引
継
げ
る
新
た
な
担
い

手
を
望
ん
で
い
ま
す
。

庄
内
地
域
の
伝
統
的
な

農
産
加
工
品
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
庄
内
地
域
の
産

地
直
売
所
で
よ
く
販
売
さ
れ
て

い
る
伝
統
的
な
農
産
加
工
品
の

一
部
を
、
御
紹
介
し
ま
す
。

①
笹
巻

笹
巻
は
、
主
に
端
午
の
節
句

で
食
べ
ら
れ
て
き
た
行
事
食
で

あ
り
、
山
形
県
全
域
で
食
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
防
腐
・
抗
菌
作

用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
笹 山形県 農林水産部　起業活動実態調査より

画像１.「食の都庄内」
公式チャンネル

図１. 庄内地域における加工施設の年間販売額　
　　と加工所数の推移

写真１. 祝巻（たけのこ巻）

写真２. 庄内あられ

写真３. しそ巻き

写真４. 手習い塾の様子（しそ巻き）

写真５. 手習い塾の様子（庄内あられ）

庄内農業技術普及課
ＴＥＬ：０２３５‐６４‐２１０３

酒田農業技術普及課
ＴＥＬ：０２３４‐２２‐６５２１

庄
内
地
域
で
は
、「
笹
巻
」
や
「
庄
内
あ
ら
れ
」
な
ど
が
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
食
品
と
し
て
食
べ
ら
れ
、
ま
た
農
家
自
ら
が
加
工
す
る

農
産
加
工
品
と
し
て
、
特
に
産
地
直
売
所
で
販
売
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
作
り
手
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
農
産
加
工
品
の
生
産
が

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
H
A
C
C
P
が
制
度
化
さ
れ
、
今
年
６
月
か
ら
漬
物
製
造
業
が
完
全

に
営
業
許
可
業
種
と
な
る
な
ど
、
食
品
加
工
業
界
の
制
度
は
年
々
高
度
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
庄
内
総
合
支
庁
で
は
、
特
に
伝
統

食
品
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
農
産
加
工
品
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
加
工
技
術
の
継
承
と
新
た
な
担
い
手
の
育
成
に
向
け
た
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

優
し
い
甘
さ
と
、
サ
ク
サ
ク
軽

い
食
感
が
特
徴
の
お
菓
子
で
す
。

栃
や
あ
お
さ
、
ご
ま
等
の
様
々

な
風
味
の
庄
内
あ
ら
れ
が
売
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
笹
巻
と
同
様

に
作
り
手
の
高
齢
化
に
よ
っ
て

販
売
す
る
事
業
者
が
年
々
減
っ

て
い
ま
す
。（
写
真
２
）。

③
し
そ
巻
き

し
そ
巻
き
は
、
宮
城
県
な
ど

東
北
地
方
の
多
く
の
地
域
で
食

べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
み
そ
に

米
粉
と
ご
ま
等
を
入
れ
て
混
ぜ

た
も
の
を
青
じ
そ
で
包
み
、
油

で
揚
げ
た
夏
の
定
番
保
存
食
で

す
。
庄
内
地
域
で
は
、
年
間
を

庄内地域の伝統的な
農産加工品の技術継承について

富　樫　恵　美山形県庄内総合支庁 産業経済部農業技術普及課

通
じ
て
販
売
さ
れ
て
お
り
、
生

産
者
各
々
の
味
に
フ
ァ
ン
が
付

い
て
い
る
人
気
商
品
で
す（
写

真
３
）。

「
手
習
い
塾
」の
取
組
み
と

今
後
に
向
け
て

県
庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術

普
及
課
と
酒
田
農
業
技
術
普
及

課
の
両
普
及
課
で
は
、
こ
れ
ら

伝
統
食
品
の
農
産
加
工
品
に
つ

い
て
、
新
た
な
担
い
手
の
育
成

と
加
工
技
術
の
継
承
に
向
け
た

機
運
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
熟
練
技
術
者
を
講
師
と

し
た「
手
習
い
塾
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、「
笹
巻

（
灰
汁
水
の
作
り
方
も
含
む
）」

「
し
そ
巻
き
」「
庄
内
あ
ら
れ
」等

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
き
ま
し

た（
写
真
４
、
写
真
５
）。
ま
た
、

Y
o
u
T
u
b
e
の「
食
の
都

庄
内
」公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

手
習
い
塾
で
実
施
し
た「
し
そ

巻
き
」と「
梅
干
し
」の
作
り
方

を
紹
介
し
て
い
ま
す（
画
像
１
）。

令
和
６
年
度
は
夏
季
に「
梅
干

し
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
お

り
、
冬
季
は
、「
ご
ま
豆
腐
」と

「
庄
内
あ
ら
れ
」を
テ
ー
マ
に
す

る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
手
習
い

塾
で
実
施
し
た
加
工
技
術
の
事

例
に
つ
い
て
は
、
技
術
資
料
と

し
て
ま
と
め
、
将
来
、
農
産
加

工
事
業
を
志
す
方
へ
提
供
す
る

予
定
で
す
。

両
普
及
課
で
は
、
今
後
も
手

習
い
塾
の
開
催
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
試
作
や
事
業
計
画
の

作
成
等
の
相
談
に
個
別
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。
伝
統
食
品
の

農
産
加
工
事
業
を
開
始
し
た
い

と
考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
両

普
及
課
の
農
村
資
源
活
用
担
当

ま
で
御
相
談
く
だ
さ
い
。

170

160

150

140

130

120

110

10050,000

150,000

250,000

350,000
年間販売額（万円） 加工所数

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

年間販売額（庄内地域） 加工所数（庄内地域）



－ 経 営 － － 経 営 － 67

－令和 6年 10 月号－－令和 6年 10 月号－

農
村
Ｒ
Ｍ
О
と
は

農
村
Ｒ
Ｍ
О
と
は「
農
村
型

地
域
運
営
組
織
」の
こ
と
で
、

Ｒ
Ｍ
О
は
、
R
e
g
i
o
n

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n

の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で
す
。

複
数
の
農
村
集
落
機
能
を
補
完

し
て
、
農
用
地
保
全
活
動
や
農

業
を
核
と
し
た
経
済
活
動
と
併

せ
て
、
生
活
支
援
等
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
資
す
る
取

組
み
を
行
う
組
織
と
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。

令
和
６
年
５
月
に
改
正
さ
れ

た「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」に
お
い
て
は
、
人
口
減
少

化
に
お
け
る
農
村
の
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
位
置
づ
け

ら
れ
、
農
村
Ｒ
Ｍ
О
に
よ
る
活

動
促
進
は
中
山
間
地
域
振
興
の

具
体
的
施
策
と
し
て
明
記
さ
れ

ま
し
た
。

庄
内
地
域
の
人
口
減
少
と

農
業
集
落
の
状
況

直
近
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、

庄
内
地
域
の
総
人
口
は
こ
こ
10

年
間
で
３
万
7
3
9
人
減
少

（
減
少
率
に
し
て
約
10
％
）し
て

お
り
、
今
後
も
一
定
割
合
で
減

組
織
で
す
。
構
成
す
る
複
数
の

農
村
集
落（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
）の
農
地
の
現
状
、
地
域
に

存
在
す
る
人
的
・
物
的
資
源
の

存
在
、
生
活
す
る
う
え
で
困
っ

て
い
る
現
状
な
ど
を
住
民
自
ら

が
あ
ら
た
め
て
考
え
、
課
題
解

決
に
向
け
た
話
合
い
を
と
お
し

て
自
ら
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
将
来
に
わ
た
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
・
強
化
を
図
る

仕
組
み
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
個
々
の
農

村
集
落
を
み
れ
ば
、
自
治
会
組

少
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
山

間
農
業
地
域
に
お
け
る
人
口
減

少
幅
は
都
市
的
及
び
平
地
農
業

地
域
に
比
べ
倍
以
上
大
き
く
な

っ
て
い
る
現
状（
図
１
）に
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
農
地
の
保
全

等
を
含
む
集
落
活
動
の
実
施
率

が
急
激
に
低
下
す
る
と
さ
れ
る

一
集
落
の
総
戸
数
10
戸
未
満
の

集
落
割
合
も
中
山
間
農
業
地
域

は
突
出
し
て
高
く（
図
２
）、
今

後
の
人
口
動
態
を
踏
ま
え
る
と

中
山
間
地
域
で
の
集
落
活
動
実

図１. 庄内地域の人口推移と人口減少率

図２. 庄内地域における総戸数１０戸未満の集落割合

図３. 農村ＲＭＯのイメージ

図４. 農村ＲＭＯ形成伴走支援のスキーム

施
率
は
さ
ら
に
低
下
し
食
料
供

給
機
能
や
多
面
的
機
能
の
維

持
・
発
揮
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
農
村
集
落
で

は
、
事
実
、
高
齢
化
・
人
口
減

少
の
進
行
に
よ
り
農
業
生
産
活

動
の
み
な
ら
ず
農
地
・
水
路
等

の
地
域
資
源
の
荒
廃
や
買
い

物
・
子
育
て
な
ど
の
生
活
困
難

化
が
進
み
、
集
落
維
持
に
必
要

な
機
能
が
少
な
か
ら
ず
弱
体
化

足　達　雅　一山形県庄内総合支庁産業経済部

に
よ
り
、
酒
田
市
日
向
地
区
及

び
大
沢
地
区
の
住
宅
、
道
路
、

河
川
、
農
地
等
が
未
曽
有
の
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
大
沢

地
区
に
お
い
て
は
、
地
区
を
流

れ
る
二
級
河
川
荒
瀬
川
が
至
る

所
で
氾
濫
し
、
県
道
・
市
道
が

複
数
箇
所
で
寸
断
さ
れ
、
住
宅

や
農
地
は
土
砂
や
流
木
で
埋
も

れ
る
な
ど
、
壊
滅
的
な
被
害
が

し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

本
県
の
農
村
Ｒ
Ｍ
О
の
取

組
みこ

の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

将
来
に
わ
た
っ
て
農
村
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
維
持
・

強
化
し
て
い
く
仕
組
み
と
し
て
、

庄
内
総
合
支
庁
で
は
令
和
６
年

度
か
ら
農
村
Ｒ
Ｍ
О
形
成
推
進

事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

事
業
に
お
い
て
は
、
農
村
Ｒ

Ｍ
О
協
議
会（
既
存
組
織
で
代

替
可
）を
設
置
し
、
話
合
い
に

よ
っ
て
農
地
保
全
、
地
域
資
源

活
用
、
生
活
支
援
に
係
る
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
個
別
事
業
に

必
要
な
調
査
や
実
証
を
行
え
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
３
）。

本
県
に
お
い
て
は
、
酒
田
市
の

日
向
地
区
及
び
大
沢
地
区
で
そ

れ
ぞ
れ
４
月
、
６
月
に
農
村
Ｒ

Ｍ
О
協
議
会
を
設
立
し
、
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

農
村
Ｒ
Ｍ
О
形
成
に
係
る

伴
走
支
援
体
制
の
構
築

農
村
Ｒ
Ｍ
О
は
、
い
わ
ゆ
る

地
域
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

発
生
し
ま
し
た
。

両
地
区
共
に
農
村
Ｒ
Ｍ
О
協

議
会
を
設
立
し
、
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
活
動
に
取
り
組
む
矢

先
の
出
来
事
で
し
た
。
地
区
住

民
の
皆
様
の
落
胆
は
い
か
ば
か

り
で
あ
っ
た
か
、
想
像
す
る
に

余
り
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
農
林
水
産
祭
の

む
ら
づ
く
り
部
門
に
お
い
て
内

織
の
活
動
す
ら
停
滞
し
て
い
る

と
こ
ろ
や
住
民
が
策
定
し
た
地

域
づ
く
り
計
画
等
が
あ
る
も
の

の
な
か
な
か
実
行
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
な
ど
、
地
域
づ
く
り

の
課
題
は
様
々
な
の
が
実
態
で

す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
は
集

落
ご
と
の
現
在
の
地
域
力
や
活

動
の
幅
に
合
わ
せ
て
進
め
る
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

庄
内
総
合
支
庁
で
は
、「
農
村
Ｒ

Ｍ
О
形
成
伴
走
支
援
チ
ー
ム
」

を
結
成
し
、
農
村
Ｒ
Ｍ
О
の
形

成
に
取
り
組
む
又
は
近
い
将
来

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る

地
区（
複
数
集
落
）に
対
し
て
伴

走
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す

（
図
４
）。

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
農

村
資
源
活
用
や
社
会
福
祉
を
専

門
と
す
る
大
学
教
員
を
は
じ
め
、

地
域
づ
く
り
活
動
の
民
間
支
援

団
体
、
市
町
及
び
庄
内
総
合
支

庁
の
行
政
職
員
で
構
成
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
各
地
区
の
状
況

に
合
わ
せ
た
伴
走
支
援
を
継
続

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

７
月
��
日
豪
雨
災
害
か
ら

の
復
旧
・
復
興

７
月
25
日
の
梅
雨
前
線
豪
雨

閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
鶴

岡
市
温
海
の
越
沢
集
落
の
復
興

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
頭
を
よ
ぎ
り

ま
す
。
昭
和
26
年
に
越
沢
大
火

が
起
こ
り
ま
し
た
。
1
1
2
世

帯
の
う
ち
92
世
帯
の
家
屋
が
焼

失
す
る
と
い
う
大
惨
事
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
集
落
住

民
は
自
ら「
越
沢
音
頭
」を
つ
く

り
、
住
民
同
士
の
絆
を
強
め
、

助
け
合
い
の
精
神
で
集
落
の
復

興
に
力
を
注
い
だ
と
い
う
逸
話

で
す
。
越
沢
集
落
の
地
域
づ
く

り
は
、
あ
の
大
火
か
ら
の
復
興

の
歴
史
な
く
し
て
は
語
れ
な
い

と
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
口
を
そ

ろ
え
て
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
住

民
が
一
つ
に
な
っ
て
助
け
合
わ

な
け
れ
ば
、
同
じ
方
向
を
見
据

え
て
歩
ま
な
け
れ
ば
地
域
の
未

来
は
拓
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

現
在
、
見
事
に
復
興
を
成
し
遂

げ
、
全
国
の
見
本
と
な
る
地
域

づ
く
り
を
展
開
す
る
農
村
集
落

と
な
り
ま
し
た
。

日
向
地
区
と
大
沢
地
区
は
、

間
違
い
な
く
地
域
の
復
興
を
成

し
遂
げ
未
来
を
切
り
拓
く
力
が

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。「
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
」の
旗
印

を
か
か
げ
、
一
歩
一
歩
前
進
あ

る
の
み
で
す
。

中山間地域における
　　　　農村RMOの推進

～ガンバロ！大災害からの復旧・復興～
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自立・安定した農村RMOの形成を促進

将来ビジョン策定ワークショップ

˒কདྷϏδϣϯのࡦఆΛࢧԉ͠·͢ɻ

˒Ϗδϣϯʹ֤ͮ͘جछࣄ業の࣮ࢪΛࢧԉ͠·͢ɻ

ɻ͢·͍ߦೳ਍அ（地域ྗ਍அ）Λػの集落ࡏݱ˒

˒՝୊ղܾのͨΊのϫʔΫγϣοϓ։࠵Λࢧԉ͠·͢ɻ

˒地域ੑ׆Խʹؔ͢Δෆ҆΍೰Έの૬ஊʹԠ͡·͢ɻ

農村RMO形成伴走支援チーム

地域づくり支援団体

庄内総合支庁

市 町

農村RMO
協議会 大 学
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総戸数が10戸未満の農業集落の場合（％）

出典：農林水産省
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